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-保育園でおみこしこeっこ

暑い夏を元気に過ごせるようにと、塩

田北保育園では 7月7日、おみこしごっこ

を行いました。午前10時に近くの神社を

スタート。ため池を半周した後、たんぽ

道に出ました。父兄の声援とともに、園

児たち(約90人)の元気のよいかけ声が

周囲に響き、印象的でした。

市民と市長の日 8月1日(月)午前9時から正午まで、市役所3階市長室で行います。お気軽にどうぞ。



国道18号
スムースに

上田バイパス開通で

市は、朝の通勤ラッシュ時の交通渋滞

を解消するため、昭和57年から渋滞解消

運動を進めています。交通対策課では、

この運動の効果をみるため、今年も 6月

13日から 6日間、マイカーの所要時間や

交通量の調査を実施しました。今回は、

上回バイパスが 3月30日に開通しました

ので、あわせてその状況も調査しました。
上回バイパス(緑が丘北)。開通により、長距離トラ

ックや県外のマイカーなど市内を通過して行く車両

の大半カイバイパスへ流れていると思われます。

左
岸
は
渋
滞所
要
時
間
調
査

こ
の
調
査
は
、
市
街
地
へ
向
か
う

路
線
の
中
か
ら
九
コ

l
ス
を
選
び
、

朝
の
ラ

ッ
シ
ュ
時
(
午
前
七
時
か
ら

九
時
)
の
通
勤
所
要
時
間
を
調
べ
る

も
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
三
コ

l
ス
に
短
縮
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず

れ
も
千
曲
川
右
岸
で
、
上
田
バ
イ
パ

ス
の
開
通
に
よ
り
通
行
車
両
が
分
散

化
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
千
曲
川
左
岸
は
、
川
辺

町
、
中
之
条
、
三
好
町
周
辺
で
渋
滞

が
目
立
ち
、
昨
年
に
比
べ
、
十
分
j

十
五
分
程
度
時
聞
が
か
か
り
ま
し
た
。

(
日
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化
か
見
ら

れ
ま
す
)。

全
体
で
附
台
増
加

通
過
受
通
量
調
査

こ
の
調
査
は
、
ラ

ッ
シ

ュ
時
の
二

時
間
、
交
通
量
の
多
い
十
二
地
点
で

市
街
地
へ
向
か
う
通
勤
マ
イ
カ
ー
の

車
両
台
数
を
つ
か
む
の
が
ね
ら
い
。

古
舟
橋
で
は
、
三
百
六
十
八
台
減

少
し
ま
し
た
が
、
小
牧
橋
、
上
田
橋

で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
百
六
十
台
、
百
五

十
九
台
増
加
し
ま
し
た
(
左
岸
全
体

で
は
二
百
九
台
減
少
)。

右
岸
で
は
、
全
体
で
八
百
五
十
台

増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
秋
和

か
ら
新
田
方
面
へ
向
か
う
車
は
百
六

十
台
、
ま
た
下
堀
旧
道
で
六
十
五
台

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
広
域
農
道

で
は
、
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
り
四
百

六
十
五
台
も
増
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
右
岸
、
左
岸
全
体
で
六
百

四
十
一
台
の
増
で
す
。
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渋
滞
解
消
目
指
し
て

市
で
は
、
今
後
も
、
交
通
渋
滞
解

消
運
動
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
信
号
機
の
調
整
や
上
回
篠
ノ
井

バ
イ
パ
ス
、
都
市
環
状
道
路
の
建
設

促
進
な
ど
、
関
係
機
関
へ
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

線

1
5
5
2
)

交
通
対
策
課
(
内



第
げ
回

市民の夏祭リみんなで参加、

第
日
回
「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
は
、

7
月
初
日
出
に
聞
か
れ
ま
す
。
市
民

み
ん
な
の
夏
祭
り
。
わ
っ
し
ょ
い
。

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
市
内
は
祭
り
ム

ー
ド
一
色
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

初
日
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
大
勢
の
市
民
の
参
加
で
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。
主
役
は
。
あ
な
た
。

で
す
。
夏
の
夜
を
思
い
切
り
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
ま
で
、
あ

と
わ
ず
か
。
申
し
込
み
を
さ
れ
た
各

連
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
番
に
備
え
て
、

毎
日
練
習
に
余
念
が
な
い
こ
と
で
し

ょ、っ
。

踊
り
の
練
習
は

上
国
民
踊
連
合
会
の
皆
さ
ん
が
講

師
に
な
り
、
各
連
へ

出
向
い
て
踊
り

の
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。
講
師
の
連

絡
先
は
「
広
報
う
え
だ
」

7
月
1
日

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

(
U
C

V
)
で
も
、
踊
り
の
練
習
V
T
R
を

7
月
却
日
幽
ま
で
毎
日
放
送
し
て
い

ま
す
。
放
送
時
間
は
午
前
日
時
必
分
、

午
後

2
時
必
分
、
同

6
時
必
分
か
ら

い
ず
れ
も
日
分
間
で
す
。

放
送
設
備
の
取
り
付
け

お
祭
り
の
数
日
前
か
ら
、
ス
ピ
ー

カ
ー
な
ど
の
取
り
付
け
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。
音
量
の
試
験
な
ど
で
、
会

場
付
近
の
皆
き
ん
な
ど
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

グ
わ
っ
し
ょ
い
4

生
中
継

上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

わ
っ
し
ょ
い
当
日
の

7
月
初
日
、
午

後
7
時
加
分
か
ら
各
連
の
踊
り
を
生

中
継
し
ま
す
。

市
制
施
行
河
周
年
前
年
祭

花
火
大
会
を

ア
月
初
日
巳
開
催

来
年
は
市
制
施
行
叩
周
年
。
上

田
市
観
光
協
会
な
ど
で
は
、
こ
の

前
年
祭
と
し
て
「
花
火
大
会
」
を

7
月

m日
働
に
開
き
ま
す
。

か
上
回
の
花
火
4

は
、
昭
和
問

年
の
上
田
築
城

4
0
0
年
祭
以
来

5
年
ぶ
り
で
す
。

マ
と
き

7
月
mm
日
幽
午
後
7
時

初
分
か
ら

V
と
ニ
ろ
千
曲
川
小
牧
橋
下
流

q
u
o
u
o
v
H
M
 

マ
そ
の
他
千
曲
川
の
右
岸
堤
防

は
交
通
規
制
の
予
定
で
す
。

広報うえだ 63.7.16 【3]



き
あ
/
.

上田わっしょい案内図

+一 一方通行解除

(ただし歩行者道路

は横断できない)

し午後4:30-7:00
り午後7:30-9:30
(雨天決行)

..... ー 方通行

-ーー

ーーーー

午
後

4
時
初
分
か
ら

午
後

4
時
却
分
、
お
祭
り
広
場
は
歩
行
者
道
路
に
な

っ
て
、
各
所
か
ら
「
み
こ
し
」
が
か
つ
ぎ
出
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
十
数
台
の
「
み
こ
し
」
が
出
ま
す
。
「
み
こ
し
」

の
時
間
は
、
午
後

7
時
ま
で
で
す
。

午
後

7
時
初
分
か
ら

午
後

7
時
却
分
に
花
火
が
打
ち
あ
が
る
と
「
上
田
わ

っ
し
ょ
い
」
の
踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。
上
田
市
役
所
前

の
ス
テ
ー
ジ
で
生
演
奏
が
行
わ
れ
、
「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」

の
曲
が
お
祭
り
広
場
に
流
れ
ま
す
。
中
間
に
日
分
ほ
ど

の
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
踊
り
は
同

9
時
却
分
ま
で
続
き

ま
す
。

本
部
は
商
工
会
議
所
前

シ
ル
バ
ー
シ

l
ト
も
設
け
ま
す

【4】

本
部
は
、
上
田
商
工
会
議
所
前
に
設
け
ま
す
。
緊
急

の
連
絡
、
け
が
、

急
病
人
な
ど
は
本
部
(
宮
⑧
9
9
6

6
)
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
例
年
、
迷
子
が
多
く
出
ま

す
。
お
子
さ
ん
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
万

一
、
お
子
さ
ん
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
は
、
本
部
へ
ご

連
絡
を
。

原
町
の
旧
ユ
ニ

l
前
に
、
体
の
不
自
由
な
人
の
席
(
シ

ル
バ

ー
シ
l
ト
)
を
設
け
ま
す
。
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午
後

4
時
初
分

i
m時

臨
時
パ
ス
・
電
車
も
出
ま
す

「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
当
日
は
、
午
後

4
時
却
分
か

ら
同
刊
時
ま
で
、
お
祭
り
広
場
(
歩
行
者
用
道
路
)
へ



タクシー乗り場

午後6:00-10:00、駅前タクシー lーーーーーーーーー圃

乗り場は、イトーヨーカドー前

へ移動。

午後10:00以降は、ふだんのタク
シー乗り場へ移動。

)11 曲

車
の
乗
り
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。
(
鷹
匠
町
l
上
田
駅
j

西
武
は
、
午
後
6
時
ま
で
お
祭
り
広
場
へ
車
の
乗
り
入

れ
が
で
き
ま
す
)
周
辺
道
路
も
交
通
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

交
通
整
理
な
ど
は
、
警
察
・
交
通
安
全
協
会
員
・
交

通
指
導
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

-
バ
ス
停
は
午
後

6
時
か
ら
上
回
西
武
前
へ

午
後
4
時

ω分
か
ら
、
お
祭
り
広
場
の
中
の
バ
ス
停

は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
上
田
駅
前
の
停
留
所
は
、
午

後
6
時
か
ら
上
田
西
武
前
へ
移
り
ま
す
。
パ
ス
の
運
行

も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
上
の
案
内
図
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

お
祭
り
が
終
わ
る
と
、
午
後
9
時

ω分
に
上
回
西
武

前
か
ら
臨
時
パ
ス
が
出
ま
す
。
(
左
表
参
照
)

・
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
移
動
し
ま
す

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
、
午
後
6
時
か
ら
イ
ト

l
ヨ
ー

カ
ド

l
前
へ
移
動
し
ま
す
。
交
通
規
制
解
除
の
午
後
日

時
か
ら
は
、
上
田
駅
前
へ
も
ど
り
ま
す
。

臨時パス・電車時刻表(7月30日)

会社名 西武前発 11" 先

一一一一一一
上国交通

21 : 40 
丸子町行、赤坂行、傍陽行，、e 

(臨時)
トー
千曲ノ〈ス 21 : 40 欄津行、室賀行、青木行

(臨時)
ス トー一 ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
川中島パス

21 : 40 
下半過行

(臨時)

会社名 上回駅発 11" 先

21 : 00 L坦竺J塑 ) 一ト一一一一一一一
21 : 14 下之郷(臨時)

電 ト一一一一一一一一一一ー←ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

21 : 35 I ;下(02之同1鯛カ5泉1) り(臨丸時子町)行パス接続
上国交通

ト一一一一一一一一一一一
21 : 50 
日竺竺翌三竺L一一一ー車 ト一一一一一一一

22 : 05 しL三竺!旦巴一一一一ト一一一一一一一一
22 : 20 別所温泉(臨時)

t 
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健康メモど企

と皮膚お年寄り ① 

年
を
と
る
と
皮
膚
に
い
ろ
い
ろ
な

変
化
が
で
て
き
ま
す
。
し
わ
や
し
み

な
ど
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
回
か
ら
二
回
に
わ
た
っ
て
、
お
年

寄
り
と
皮
膚
に
つ
い
て
連
載
し
ま
す
。

し
わ
、

し
み

し
わ
は
、
生
理
的
に
で
て
く
る
も

の
で
、
特
に
目
の
ま
わ
り
、
耳
の
前

が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

皮
膚
の
脂
肪
分
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

ホ
ル
モ
ン
の
関
係
な
ど
で
か
さ
か
き

し
た
り
、
つ
や
が
な
く
な
り
ま
す
。

し
み
は
、
薄
茶
色
か
ら
か
な
り
濃

い
色
ま
で
い
ろ
い
ろ
で
、
普
通
顔
面

に
左
右
対
称
に
で
き
ま
す
が
手
足
に

も
で
き
ま
す
。
し
み
の
表
面
が
が
さ

が
さ
し
て
き
で
、
い
ぼ
の
よ
う
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
白
斑
と
い

っ
て
皮
膚
の
一

部
が
白
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

直
径
二
1
三
ミリ
の
白
い
斑
が
体
の
あ

ち
こ
ち
に
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
。
老

人
性
紫
斑
は
、
血
管
が
も
ろ
く
な

っ

て
い
る
た
め
に
で
き
ま
す
。
ち
ょ

っ

と
さ
わ
っ
た
り
、
こ
す
っ
た
り
す
る

と
赤
紫
色
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

だ
れ
に
で
も
多
少
と
も
見
ら
れ
る
変

化
で
、
少
し
も
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

皮

膚

が

ん

が
ん
は
皮
膚
に
も
で
き
ま
す
。
度

膚
が
ん
も
他
の
が
ん
と
同
じ
で
増
殖

し
ま
す
。
し
か
し
、
皮
膚
が
ん
は
幸

い
な
こ
と
に
目
で
見
え
る
の
で
早
く

発
見
で
き
ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と

が
あ

っ
た
ら
、
早
く
専
門
医
に
診
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

①
し
み
や
い
ぼ
の
下
が
く
ず
れ
て
か

い
よ
う
の
よ
う
に
な
っ
た

②
い
ぼ
や
ほ
く
ろ
が
だ
ん
だ
ん
大
き

く
な
り
、
中
心
が
く
ず
れ
て
き
た

③
す
り
傷
と
思
っ
て
い
た
が
、
三
j

四
か
月
た

っ
て
も
治
ら
な
い

④
乳
房
の
ま
わ
り
に
湿
し
ん
が
で
き

て

治

ら

な

い

川

⑤
口
の
中
の
粘
膜
が
白
く
な
っ
て
、
中

ざ

ら

ざ

ら

す

る

川

年
を
と
る
と
皮
膚
が
弱
く
な

っ
た
い

り
、
薄
く
な
り
ま
す
の
で
、
変
わ
っ
叫

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
早
め
に
手
当
て
い

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

叩

入

浴

一

熱
い
ふ
ろ
に
入
り
、
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
叩

う
の
は
あ
ま
り
感
心
し
ま
せ
ん
。
入
山

浴
は
湯
舟
に
つ
か
っ
て
汗
を
流
す
程
山

度
に
し
、
せ

っ
け
ん
は
毎
日
使
わ
な
川

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
温
泉
も
成
い

分
に
よ
り
、
よ
く
な
い
も
の
も
あ
る
川

の
で
、
長
湯
は
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
い

で
し
ょ
う
。

川

肌
着
は
、
で
き
る
だ
け
刺
激
の
少
い

な
い
木
綿
の
柔
ら
か
い
も
の
を
使
い
叫

た
い
も
の
で
す
。

ぃ

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内
叩

線

1
3
7
6
)

@ 

合。
世界のちょう

コレクション展

，
縁
日

プラネタリウム楽しい②文天

【6】

特別投影

マ
と
き
八
月
一
日
間
か
ら
同
十
六
日

ω(午
前

十
一
時
、
午
後
一
時
三
十
分
、
午
後
三
時
の
三
回
投

影
)
マ
投
影
内
容
「
夏
の
星
空
と
天
の
川
の
謎
」

マ
観
覧
料
小
・
中
学
生
百
円
、
高
校
生
以
上
の
学

生
百
五
十
円
、
一
般
二
百
円

広報うえだ 63.7.16 

マ
と
き
八
月
二
日

ωか
ら
同
十
六
日

ω
(午
前

九
時
三
十
分
j
午
後
五
時
)
マ
と
こ
ろ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
肉
マ
内
容
世
界
二
十
か
国
、
三
千

種
、
七
千
点
の
ち
ょ
う
を
一
向
に
展
示
マ
入
場
料

無
料

折り紙

マ
と
き
八
月
三
日
制
午
前
の
部
:
・
九
時
三
十

分
j

十
一
時
三
十
分
、
午
後
の
部
・
:
二
時

i
四
時

マ

と

こ

ろ

第

四

・

五

研

修

室

マ

内

容

折

り

紙

で
七
夕
飾
り
や
魚
、
花
な
ど
を
作
り
ま
す
マ
参
加

料
三
百
円
(
対
象
は
小
学
生
)
マ

申

し

込

み

電

話
で
ど
う
ぞ

(定
員
は
各
五
十
人
)

マ
と
き
八
月
六
日
出
午
後
七
時

1
八
時
三
十
分

マ

と

こ

ろ

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

マ

入

場

料

三

百

円
マ
対
象
小
学
生
以
上
(
中
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
で
)
マ
定
員
百
二
十
人
マ
申
し
込
み

七
月
二
十
日
同
よ
り
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

講演会

マ
と
き
八
月
七
日
制
午
後
七
時
三
十
分

1
九
時

マ

と

こ

ろ

文

化

ホ

ー

ル

マ

演

題

東

大

野

辺

山

宇
宙
電
波
観
測
所
教
授
の
森
本
雅
樹
き
ん
に
よ
る

「
地
球
人
と
宇
宙
人
L

V

参

加

費

無

料



み
ん
な
の

保
険
税|年間国民健康保険税n=①+②+③+④

納
め
わァ
空委
お心
健

昭
和
六
十
三
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

が
決
ま
り
、
加
入
者
の
か
た
に
は
、
す
で

に
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
保

険
税
は
必
ず
期
日
ま
で
に
納
め
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
回
は
、
保

険
税
の
算
出
方
法
な
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(最高限度額は40万円)
①所得割額……加入者 l人ひとり の「前年所得J (注)x7. 4% 

②資産割額……加入者の土地・建物にかかる固定資産税額x40%

⑤均等割額……加入者 1人当たり (年間) 10，500円

④平等割額…… 1世帯につき (年間) 11，000円

(注)ここでいう「前年所得」とは…

0扶養控除などの所得控除はしないで、基礎

控除のみをした額です。

・譲渡所得は特別控除前の額です。

-専従者控除・給与の適用はあ りません。

「みなし法人課税」を選択した場合、

その適用前の額です。

など、所得税や住民税と異な る

点があります。

給与所得2，005，000円 (給与収入額では3，100，000円)

固定資産税50，000円 被保険者数4人世帯

(基礎控除)
所得割 (2，005，000-300，000) x税率7.4%=126，170円

資産割 50，000 x税率 40%=20，000円

均等害IJ 10， 500X 4 ニ 42，000円

平等割 11 ， 000 = 11， 000円

(1) 国保に加入している世帯
主のかた

(2) 国保に加入していない世

帯主でも、 その家族の中に

国保加入者がいればその世

帯主

合計……199，170円

寄

-お問い合わせは・・・・・・

軽減 の条 件

世帯の所得合計額が28万円

以下の場合

軽減の種類

世帯の合計所得額が、 28万

円と世帯主を除く国保加入

者数に21万円を乗じた額を
加えた額以下の場合

6割軽減

4割軽減

国保年金課国保係
電話22-4100 内線1362・1363
有線 2-0711

※所得申告の済んでいる世帯で上表の 「軽減の条件」に当てはま る

場合は、軽減額⑧が減額されます。

【ア】 広報うえだ 63.7.16 



み
ん
な
の

納
期
は
フ
月
か
ら

来
年

3
月
ま
で

g
固

期割の方法が変わりました
年税額9，000円未満のかたは |回で

(分納納付の相談は収税課へ)

63年度から2回目以降の納期に1，000円未満の端数カt

出る場合は最初の納期に合算するよう改正されました

(従来は100円未満)。たとえば、 6割軽減の 1人世帯の

場合は年税額が8，600円になりますので、全額1期(7 

月)に納めていただくようになります。

-
使
利
な
口
座
振
替
で

昭
和
六
十
三
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
納

期
は
、
七
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
毎
月
の
九
回

で
す
。
市
で
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
一
度
手
続
き
い
た
だ
け
れ
ば

期
日
に
ご
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
込

み
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
金

融
機
関
の
窓
口
か
収
税
課
へ
ど
う
ぞ
。

ふえつづける医療費

万円

17.0 

出一|人当たり医療費国保被保険者

|人当たり保険税

※千円未満四捨五入

※老人医療費も含む

16.5 

15.0 

13.5 

17 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

災害など政令で定める特別な事情もないの

に保険税を滞納すると、保険証を返していた

だく場合があります。

保険税の納付についてのご相談は、収税課

(内線1304)へご連絡ください。

8 

【8】

年度(昭63.4.1-昭64.3.31)の中途で、国保の加入や脱

退があった場合は それぞれ実際に加入していた人数や世

帯の月数に応じて年税額を計算し直してお知らせします。

(お知らせは、届け出月の翌月となります)

この計算の期間は、加入の日の月から脱退の日の前月ま

での分です。(ただし、この加入の 日・脱退の日というの

は、届け出 日ではなく、加入 ・脱退の「事実が生じた時」

です。)

従って、届け出を怠ると、後で一度に多額の保険税をさ

かのぼって納めなければならなくなります。

広報うえだ 63.7.16 

年年年 年
度度度度

皆きんから納めていただく保険税

は、63年度の医療費総額(見込み)か

ら国の補助金を差しヲ|いた残額を計

算して算定します。ですから医療費

が増えると保険税も高くなってしま

います。

保険税をア ップさせないためにも

日ごろから健康づくりに心がけ、医

療費を有効に使うようご協力をお願

いします。

日召
平日



九争炉均単全

受給総額は

納付総額の2.5倍

昭
和
六
十
二
年
度
中
に
、
市
内
で

国
民
年
金
を
受
給
し
た
人
は
約
一
万

四
千
八
百
人
。
毎
年
、
二
百
人
ほ
ど

増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
皆
さ
ん
が
六
十
二
年
度
中
に

受
給
し
た
年
金
額
の
総
額
は
、
約
四

十
九
億
八
千
万
円
(
表

1
)
で
、
一

人
当
た
り
の
平
均
は
三
十
三
万
七
千

円
で
す
。
上
田
市
の
今
年
度
当
初
予

算
(
一
般
会
計
)
は
、
二
百
十
二
億

七
千
万
円
で
す
の
で
、
年
金
の
受
給

総
額
は
四
分
の
一
を
占
め
る
ほ
ど
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る

被
保
険
者
は
、
市
内
で
約
二
万
五
千
一

九
百
人
(
表

2
)。
保
険
料
の
納
付
総
…

額
は
昨
年
度
、
約
十
九
億
八
千
万
円
…

で
し
た
。
つ
ま
り
、
年
金
の
受
給
額
一

は
、
納
付
額
の
二
・
五
倍
に
も
な
っ
…
国
民
年
金
加
入
者
で
、
保
険
料
の

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
納
付
が
い
ち
じ
る
し
く
困
難
な
か
た

こ
の
よ
う
に
、
保
険
料
負
担
に
比
…
に
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

べ
て
高
額
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
の
一
「
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
の
支

は
、
老
齢
年
金
な
ど
の
三
分
の
一
は
…
払
い
が
で
き
な
い
:
・
」
と
悩
ん
で
い

国
庫
負
担
で
賄

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
…
る
か
た
。
放
っ
て
お
か
な
い
で
「
保

ま
た
、
福
祉
年
金
に
つ
い
て
は
、
全
日
険
料
の
免
除
」

の
申
請
を
し
て
は
、

額
が
国
庫
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
…
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
制
度
を

保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
人
に

|
|
|
免
除
制
度

(昭和62年度)年金の受給者数と受給額哩三D

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
七
月
三
十
日
川

出
ま
で
に
国
保
年
金
課
の
窓
口
で
手
一

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
と
、
年
金
川

を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
を
受
け
た
期
聞
の
年
川

金
額
は
、
通
常
の
三
分
の
一
で
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
を
後
で
納
付
す
ん

る
場
合
は
、
過
去
十
年
以
内
に
限
つ

い

て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
ま
す
。

川

こ
う
す
れ
ば
、
将
来
の
年
金
額
は
通
川

常

に

戻

り

ま

す

。

~

(昭和62年度)

国民年金
強制・・・・・・・…..15，854人

第|号被保険者数
任意一……・…… 180人

第 3号被保険者数一一ー 一一一一一一一一一一 9，884人

保険料納付総額※ 約19億7，600万円

一一一一一一一一一 受給者数 受給額

老齢年金 」壬竺lと 23億7，675万5千円

期長給付

←一一一一一一一一ー一一一一一一一
通算老齢年金 2，941人 3億9，588万2千円

拠
5 年年金 1，220人 4憶 443万円

出
老齢基礎年金 293人 9，730万7千円

帝IJ
障害年金 336人 21意4，288万8千円

年 実豆
母子年金 104人 8，169万2千円

金 期
遺児年金 4人 250万6千円

車合 寡婦年金 37人 1，421万|千円
イ寸

障害基礎年金 46人 3，455万円

遺族基礎年金 33人 1，760万5千円
トーー

(小 計) 11，865人 36億6，782万6千円

老 齢 ネ高 祉 年 金 2，042人 6億7，141万円

福祉年金
障害基礎年金(障害福祉年金) 851人 6億4，418万円

遺族基礎年金(母子福祉年金) |人 100万2千円

(小 計) 2，894人 13億 1，659万2千円

計) 14，759人 49億8，441万8千円

被保険者数と納付額
ー三D

トイレの「くみ取り」

お盆は休業します
くみ取り業務が、 8月15日開)・ 16日(刈は休業

となりますので、ご了承ください。

くみ取り量の確認を くみ取りの際は、必ず

くみ取り量(計器)を確認のうえ料金を支払っ

てくだきい

保健予防課(内線1371) 

上田地域保健環境施設組合清浄園8⑫2339

テレビ版市民ガイド

、サンデーうえだ、、

|有線テレビで日曜日に|

市政に関する情報をお届けし

ています。上回ケーブルビジ

ョン(uc v、 |チャンネル)
で放映しています。

広報うえだ 63.7.16 

鋭的@

逼騒婚p
C)，._ ... 岨 JII'(s

~Jも

【9】



キビキビと真剣に
上田市消防団の「ポンフ。操法大会」が 7月 3

日、諏訪形グラウンドで行われました(写真=

右と下)。今年は、例年と違って実際に放水して

操法技術の正確きと早さを競っただけに、団員

も真剣そのもの。各分団とも、キビキビとした

動作て¥日ごろ訓練した成果を披露しました。

また、同じ会場で「ラッパ吹奏大会」も聞かれ

ました。

むと

ダンス楽しい/いい運動よ

中央公民館の「ことぶき大学」が今年

も6月から始まりました。 6月24日のダ

ンス教室には、 63人が参加。生徒たちは

講師の手ほどきを受けながら、マンボや

ルンバなどを、それぞれに楽しんでいま

した。なかなかきまになっ ていましたよ。

(ゆi

;3、-む、知らなかったy上田城

6月26日、博物館などによる上田城跡現地見

学会が聞かれました。ふだん、身近なせいか、

まだまだ知られていないところが多い上田城。

石垣の積み方にしても、場所により違っていた

り、五輪塔などの墓石が便われていることなど

が最近わかっています。約180人の参加者は、初

めて知る上田城にしきりに感心していました。

広蔀うえ万63.7.16 【10】



老後・・・明るく有意義に

市政テレビ、 7/23に放映します

市政テレビ「ふれあい上田」の録画撮りが

6月29日から 7月 1日までの 3日問、高齢者

福祉センターなどで行われました。今回のテ

ーマは「高齢者福祉を考える」です。放映日

は 7月23日(士)、午後2時から30分間、 SBC

テレビで。お年寄りのいきいきとした表情を

拾います。どうぞご覧ください。(写真は高

齢者学園の授業終了後、アナウンサーからイ

ンタ ビューを受ける生徒の皆さん)

上越の海へ

新鮮な海産物をどうぞーと、恒例の上越フ

ェアが 7月3日、海野町日曜広場で開催きれ

ました。上越市のミスきくらの 3人も、「海水

浴は上越へ」と盛んに PR。アジ、イカ、甘

エビと いった海産物、笹だんご、地酒などの

名産品を買い求める市民でにぎわいました。

この夏、

中
日
中
小
川
中
中
川
中
山
中
中
川
中
山
小
中
川
中
山
中
中
川
中
山
小
中
川
中
山
中
中
川
中
山
小
中
川
中
山
小
中
川
中
山
中
小
山
中
中
川
中
山
中
中
川
中
山
中
小
川
小
中
川
中
山
小
中
川
中
山
小
中
川
中
山
小
中
川
中
山
小
中
川
中
山
小
中
川
中
山
小
中
川
中
山
中
小
川
中
中
山
中
小
川
小
中
川
中
山
中
山
中
小
川
小
中
川
中
山
中
中
川
中
山
中
中
川
中
山
中
小
山
中
小
川
小
中
川
中
山
中
中
川
中
山
中
中
川
中
山
中
小
山
中

昭和初期の

市営野球場

4ヲ>

企
観
衆
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
ス
タ

ン
ド
。
服
装
が
興
味
深
い
。

‘
ナ
イ
タ
ー
設
備
も
整
っ
た
現
在

の
市
営
球
場
。

提供者

因子よしさん
(72歳・膚匠町)

力
ン
力
ン
帽
で
野
球
観
戦

昭
和
の
初
め
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
、

市
営
球
場
で
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。
見

物
人
の
服
装
が
今
と
は
対
象
的
で
す

ね
。
男
性
の
場
合
、
カ
ン
カ
ン
帽
に

着
物
姿
が
当
時
の
典
型
的
な
ス
タ
イ

ル
。
麦
わ
ら
帽
や
鳥
打
ち
帽
姿
も
見

え
ま
す
。
球
場
の
奥
に
あ
る
四
棟
の

建
物
は
、
か
つ
て
の
県
の
蚕
業
試
験

場
。
ま
わ
り
は
桑
の
木
で
し
ょ
う
。

現
在
は
、
市
民
体
育
館
や
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
が
建
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
の
娯
楽
と
い
え
ば
、
野

球
(
市
営
球
場
は
昭
和
三
年
に
開
場
)

や
映
画
(
活
弁
)
を
見
に
行
く
こ
と

ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昭
和

の
初
め
と
い
え
ば
、
わ
た
し
は
女
学

校
の
生
徒
。
友
だ
ち
と
桑
畑
へ
入
っ

て
、
桑
の
実
(
み
そ
)
を
つ
ま
ん
だ

も
の
で
す
。
口
の
中
を
真
っ
赤
に
し

て・:。
-
お
貸
し
く
だ
さ
い

昔
の
上
田
の
姿
(
町
並
み
や
催
し

な
ど
)
が
よ
く
わ
か
る
写
真
を
秘
書

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広報うえだ 63.7.16 
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ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r(包
)
4
1
0
0

貸小事
付規嘉
限模者
度資2
額金言
をのん
フコ、y
プ

上
田
市
中
小
企
業
融
資
(
制
度
資

金
)
の
中
で
も
利
用
の
多
い
小
規
模

企
業
事
業
資
金
の
貸
付
限
度
額
を
、

従
来
の
三
百
五
十
万
円
か
ら
四
百
五

十
万
円
に
、
七
月
一
日
か
ら
百
万
円

引
き
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
資
金
は
、
従
業
員
の
数
が
製

造
業
で
は
二
十
人
以
下
、
商
業
、
サ

ー
ビ

ス
業
で
は
五
人
以
下
で
、
資
本

金
が
三
百
万
円
以
下
の
企
業
に
対
し

て
無
担
保
無
保
証
人
(
法
人
は
代
表

者
の
個
人
保
証
が
必
要
)
で
金
利
年

四
・
九
%
で
資
金
を
あ
っ
せ
ん
す
る

大
変
利
用
し
や
す
く
有
利
な
資
金
で

す。
ま
た
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
残

高
が
、
相
談
時
の
貸
付
額
を
含
め
て

一
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
し
た
が
、
こ
れ
も
千
五
百
万
円
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。

(会 1 マ
宮_____ 4 問
⑧ fi 0 い
2⑧ 2 合
o 3 ・ゎ
361 せ
3 1 4 
'---' 0 0 市
可 3 商
川 て工
西塩課
商田(
工商内
会工線

家屋

取
り
壊
し
だ
ら

届
け
出
を

家
屋
(
住
宅
・
倉
庫
・
物
置
・
車

庫
な
ど
)
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
し
た
ま
ま
未
届
け
に
な
っ
て
い

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

家
屋
が
な
い
場
合
で
も
、
未
届
け

に
な
っ
て
い
る
家
屋
は
来
年
度
も
固

定
資
産
税
が
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
取
り
壊
し
家
屋

が
あ
っ
た
と
き
は
、
今
年
中
に
「
取

り
壊
し
届
出
書
」
を
資
産
税
課
ま
た

は
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
務
局
に
登
記
さ
れ
て
い

た
建
物
で
今
年
中
に
滅
失
登
記
す
る

場
合
は
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん。-
問
い
合
わ
せ

1
2
9
6
)
 

資
産
税
課
(
内
線

健室
康 長
度努
希測 是
望定麗
者七
を 4
募 )
集

県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
(
長

野
市
若
里
)
で
は
、
健
康
度
測
定
希

望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
対
象
者
三
十
五
歳
以
上
の
市
民

マ

募

集

人

員

百

三

十

名

マ
検
査
内
容
血
液
生
化
学
検
査
、

尿
検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
写
真

撮
影
な
ど
十
一
項
目
の
検
査
と
体
力

測
定
(
希
望
者
の
み
胃
検
診
、
十
月

か
ら
は
歯
科
検
診
も
実
施
)

マ
受
診
料
一
万
一
千
円
(
胃
検
診

者
は
一
万
三
千
円
)
。
十
月
か
ら
は
歯

科
検
診
が
行
わ
れ
る
た
め
一
万
二
千

三
百
円
(
胃
検
診
者
は
一
万
四
千
三

百
円
)

マ
助
成
金
受
診
料
の
一
部
(
千
円
)

を
助
成
し
ま
す
が
、
対
象
者
は
三
十

五
歳
以
上
で
、
①
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
②
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で

助
成
制
度
の
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

マ
受
診
日
九
月
、
十
月
の
指
定
日

マ
申
込
方
法
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
川

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
、
加
〉

入
保
険
名
、
九
・
十
月
の
希
望
月
、

以
前
に
同
セ
ン
タ
ー
で
受
診
し
た
こ
川

と
の
有
無
を
、
電
話
ま
た
は
官
製
は
〉

が
き
で
保
健
予
防
課
(
内
線

1
3
7
〈

4
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
申
込
期
限
八
月
十
一
日
同

マ
そ
の
他
①
受
診
日
な
ど
は
決
定
川

次
第
、
申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。
②

い

受
診
当
日
は
、
市
役
所
前
か
ら
同
セ
~

ン
タ
ー
ま
で
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
無
料

〈

送
迎
す
る
予
定
で
す
。

圃
危
険
物
取
扱
者
の

一

園
保
安
(
義
務
)
講
習

一

マ

と

き

九

月

六

日

ω
給
油
取

山

扱
所
講
習
(
午
前
九
時

1
正
午
)
、
一
川

般
講
習
(
午
後
一
時
三
十
分

i
四
時
ハ

三
十
分
)
マ
と
こ
ろ
上
田
合
同
庁
川

舎

マ

申

し

込

み

八

月

一

日

開
か
川

ら
同
五
日
幽
ま
で
に
地
方
事
務
所
総
パ

務
室
へ
受
講
手
数
料
四
千
円
を
添
え

川

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
受
講
申
~

請
書
は
同
事
務
所
総
務
室
か
消
防
本
川

部
予
防
課
で
交
付
し
ま
す
。
-
聞
い
川

合
わ
せ
消
防
本
部
予
防
課
(
宮
⑫
…

2
5
0
1

内
線

2
0
5
)

組
側
明
…

今月の納税

固定資産税
(都市計画税)

国民健康保険税第 1期広三手話込
納期限は8月1日(月)です。に4丈堅手桜:u

よろしくお願いします。tr..ζ芝生ヨ
・収税課 (内線1304) ζ区一~;>

広報うえだ 63.7.16 【12]

第2期

8月の相談日一一
①農地問題相談 [>とき一.8月1日(月)午前8時

30分から午後5時 bところ・・・農業委員会

②日常生活上の法律相談(予約制) [>とき・・・

8月12日(針・ 26日(剣いずれも午後 1時30分か

ら3時30分 bところ・一本庁舎3階 b予約

先…生活環境課(内線1388)

③土地・建物の法律相談 [>とき・ー 8月11日(柑

午後 1時から 4時 bところ・・・西庁舎2階



電
話
加
入
権
の

公
売
を
行
い
ま
す

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
上

回
電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
加
入
権

の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

マ
と
き
七
月
二
十
五
日
間
午
前

十
時
か
ら
(
説
明
は
同
九
時
四
十
五

分
か
ら
)
マ
と
こ
ろ
市
役
所
南
庁

舎

五

階

マ

方

法

競

争

入

札

マ

台

数

当

日

決

定

マ

公

告

場

所

市
役
所
、
豊
殿
・
塩
田
・

川
西
の
各

支

所

マ

入

札

参

加

者

印

鑑

を

お

持
ち
に
な
り
、
本
人
が
お
い
で
く
だ

菊池美怜ちゃん
(新田)

高橋佑林ちゃん
(倉升)

ふ

満木友美ちゃん
(伊勢山)

保健予防課
(内線1374)保健コーナー

き
い
。
代
理
人
の
場
合
は
、
必
ず
本

人
自
筆
の
委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
マ
そ
の
他

公
売
当
日
ま
で
に
滞
納
者
が
市
税
な

ど
を
完
納
し
た
場
合
は
公
売
を
中
止

し
ま
す
。
マ
問
い
合
わ
せ
収
税
課

(
内
線

1
3
0
1
)

北
陸
地
方
建
設
局

初
周
年
記
念

け
ん
せ
つ
展
を
開
催

マ
と
き
七
月
二
十
二
日
働
か
ら

同

二

十

七

日

附

マ

と

ニ

ろ

な

が

の
東
急

5
階

・

問

い

合

わ

せ

建

設
省
千
曲
川
工
事
事
務
所

8
0
2
6

2
②
7
6
1
1
 

「
行
方
不
明
の
人
を

捜
す
相
談
所
」
を
開
設

警
察
で
は
、
八
月
の
一
か
月
間
、

「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」

を
次
に
よ
り
開
設
し
ま
す
。

家
族
に
所
在
不
明
の
人
が
い
る
か

た
は
、
本
人
の
写
真
や
家
出
当
時
の

様
子
の
わ
か
る
資
料
(
身
体
特
徴
、

建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
が
設
置

さ
れ
て
三
十
年
。
こ
れ
を
機
会
に
、

北
陸
の
建
設
の
歩
み
と
同
建
設
局
の

役
割
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

-8月の乳鈎児健康診査

受付時間 いずれも午後 1時-2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)。また、 1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票を記入してお持ちくださし、。

上田市保健センター(市役所南庁舎 2階)

健 きロ人P 実施日 女す 象 児

4か月児
8月2日 63年 3月16日-3月31日生

8月22日 63年4月1日-4月15日生

8月4日 62年9月16日-9月30日生
10か月児

8月25日 62年10月1日-10月15日生

8月10日 62年 1月16日-1月31日生
1歳6か月児

8月24日 62年 2月1日-2月15日生

8月5日 60年 7月1日-7月15日生
3 歳児

8月19日 60年 7月16日-7月31日生

服
装
)
を
持
っ
て
相
談
所
へ
お
出
か
へ

け

く

だ

さ

い

。

川

①

マ

と

き

八

月

一

日

か

ら

八

月

山

三
十
一
日
ま
で
、
平
日
は
午
前
八
川
・
ゆ
ず
り
ま
す

時
三
十
分
1
午
後
五
時
(
土
曜
日
川
マ
電
気
オ
ー
ブ

ン

無

料

は
正
午
ま
で
)
マ
と

こ
ろ

長

野

川

マ

洗

濯

乾

燥

機

三

千

円

県
警
察
本
部

(
県
庁
・

8
0
2
6
川
マ
ホ

ッ
ト
カ

l
ラ

l

無
料

2
⑨
1
2
5
1
)

い
マ
ズ
ボ
ン
プ
レ

ッ
サ

l

二
千
円

②

マ

と

き

八

月

八

日

間

午

前

九

~

マ

は

と

時

計

五

百

円

時
l
午

後

四

時

マ

と

こ

ろ

上

川

マ

リ

ュ

ッ
ク
サ

ッ
ク

無

料

田
警
察
署
(
⑫
3
5
6
5
)

〉
マ
都
市
ガ
ス
用
オ

ー
ブ

ン

三

千

円

~
マ
ポ
ー
タ

ブ

ル

ト

イ

レ

無

料

川
マ
ド
ラ
ム
缶
五
百
円

い
マ
整
理
た
ん
す
二
千
円

へ
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

川
マ
バ
イ
ク
(
印
∞
、

ω
∞)

〉
マ
プ
ロ
パ
ン
用
ふ
ろ
一
式

川
マ
電
気
オ
ル
ガ
ン
マ
電
気
洗
濯
機

川
マ
ブ
ラ
ン
コ
(
二
人
乗
り
用
)

い
マ
金
庫
マ
電
気
ミ
シ
ン

川
マ
ベ
ビ

l
ベ
ッ
ド

マ

ベ

ビ

ー
カ
ー

川
マ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
マ
応
接
セ

ッ
ト

~
マ
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド

川
マ
剣
道
用
具
一
式
(
中
学
生
用
)

い
マ
天
体
望
遠
鏡
マ
婦
人
用
自
転
車

~
・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

川
線

1
3
9
0
)

ノ

塩田母子健康センター(塩田地区)

63年 3月16日-4月15日生

62年9月16日-10月15日生

60年6月1日-7月31日生

63年3月16日-4月15日生

62年9月16日-10月15日生

62年 1月16日-2月15日生

川西社会福祉センター(川西地区)

不
用
品
登
録
情
報

広報うえだ 63.7.16 【13】



市
民
の
森
公
園

バ
ン
ガ
ロ
ー
が
完
成

受
通
安
全
標
語
を

募
集
し
ま
す

市
民
の
森
公
園
わ
し
ば
山
荘
西
側

に
バ
ン
ガ
ロ
ー
五
棟
が
完
成
し
、
七

月
二
十
日
側
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ご
家
族
、
友
人
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
開
場
七
月
二
十
日
附
か
ら
年

間
を
通
し
て
(
木
曜
日
は
休
日
)

マ
料
金
一
棟
一
泊
に
つ
き
五
千
円

(
一
棟
で
四
、
五
人
が
利
用
で
き
ま

す
)
マ
そ
の
他
毛
布
は
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
・
問
い
合
わ
せ
体
育

課
(
内
線
1
7
5
3
)

長
野
県
交
通
安
全
運
動
推
進
本
部

で
は
、
次
に
よ
り
交
通
安
全
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
期
限
七
月
三
十
一
日
日

ま
で
マ
募
集
部
門

ω一
般
向
け

ω運
転
者
向
け

ω子
ど
も
向
け
マ

応
募
方
法
は
が
き
に
応
募
区
分
、

標
語
、
住
所
・
郵
便
番
号
、
氏
名
お

よ
び
職
業
(
学
校
名
、
学
年
)
を
記

入
し
て
左
記
へ
(
応
募
点
数
は
同
一

部
門
に
つ
き
一
点
)
。; 

⑧⑧⑨⑧⑧⑮⑧ 

しく扱い正
しく遊ぼう楽

干
3
8
0

長
野
市
大
字
南
長
野
六

九
二
1

二
長
野
県
生
活
環
境
部
県

民
生
活
課
交
通
安
全
対
策
室

-
問
い
合
わ
せ
交
通
対
策
課
(
内

線

1
5
5
2
)

電士
波Z
図障 Z
案書 ~
{乍防家
昂 i上
をの
募
集

マ

対

象

中

学

生

マ

応

募

作

品

高
層
建
造
物
、
家
庭
用
電
気
器
具
、

免
許
を
受
け
て
い
な
い
無
線
機
な
ど

に
よ
っ
て
起
こ
る
テ
レ
ビ
の
電
波
障

害
を
防
止
す
る
た
め
の
図
案
。
①
用

紙
は
厚
め
の
画
用
紙

(
日
本
工
業
規

「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
も
原
料
は
火

薬
。
正
し
い
取
り
扱
い
を
し
な
い
と

火
災
、
や
け
ど
な
ど
の
事
故
の
原
因

に
つ
な
が
り
ま
す
。
た
か
が
花
火
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
始
め
る
前
に
は

必
ず
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
0

・
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

周
囲
に
枯
れ
草
な
ど
の
燃
え
や
す

い
も
の
、
灯
油
な
ど
の
危
険
物
が
な

い
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

-
気
象
状
況
を
考
え
よ
う

風
が
強
い
と
き
、
異
常
乾
燥
注
意

報
が
出
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

-
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

格

B
列
国
判
)
②
文
章
は
簡
潔
に
文
川
わ

…
グ
湧
き
水
4

が
原
因
の

字
は
一
宇
一

m
以
上
マ
応
募
方
法

川

作

品

の

裏

面

に

県

名

、

学

校

名

、

学

…

エ

ル

シ

ニ

ア

菌

感

染

症

年
、
男
女
別
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)

一

最
近
、

山
間
地
域
で
湧
き
水
を
飲

を
明
記
し
、
学
校
ご
と
に
ま
と
め
て
川
ん
だ
こ
と
に
起
因
す
る
グ
エ
ル
シ
ニ

送
る
マ
締
切
日
九
月
九
日
マ
川
ア
菌
感
染
症
。
の
発
生
が
、
県
内
各

送

り

先

干

捌

長

野

市

城

山

N
H
J
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

K
長
野
放
送
局
内
長
野
県
電
波
障
一
発
熱
、
発
眠
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど

害
防
止
協
議
会
事
務
局
(
岱

0
2
6
〈
を
主
な
症
状
と
す
る
病
気
で
、
特
に

2
③

3
2
0
1
)

…
小
児
に
感
染
率
が
高
い
と
言
わ
れ
て

==2-t
ご
三
一
一
ト
ヰ
下
川
い
ま
す
。
野
や
山
の
湧
き
水
な
ど
が

弓
著
事
・

ι↑語研
W

川
媒
体
に
な
り
ま
す
の
で
、
家
族
で
ハ

一一一一一

===tE翼
月
寺
川
イ
キ
ン
グ
と
い
う
時
は
水
筒
を
持
参

一
ヲ
三
一
面
長
持
へ
し
て
、
な
ま
水
は
飲
ま
な
い
よ
う
に

=一一一一三一三一一一

一一
一
三
伊
川
し
ま
し
ょ
う
。

総

務

¥

燃

機

鈴

懸

鈴

滋

賠

縦

一
や
む
を
得
ず
飲
む
場
合
は
、
必
ず

1
1
11

古
川
煮
沸
し
て
か
ら
飲
む
よ
う
に
し
て
く

子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し
て
い
て
、
川
だ
さ
い
。

紙
く
ず
に
燃
え
移
り
、
適
切
な
処
置
~
マ
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課

(内

が
で
き
ず
に
建
物
に
燃
え
移
っ
た
ケ
ハ
線
1
3
7
5
)

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
大
人
が
付
川

m
A
日
1
8
月
日
日

き
添
い
ま
し
ょ
う
。

-
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

…

夏

の

交

通

安

全

運

動

点
火
に
使
っ
た
マ

ッ
チ
や
使
用
済
…
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
レ

み
の
花
火
は
、
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ

~

ジ
ャ

l
、
帰
省
な
ど
に
よ
る
交
通
事

の
中
に
入
れ
、
完
全
に
火
を
消
す
よ
川
故
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
次
の
点
に
注

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〉
意
し
ま
し
ょ
う
。

-
注
意
書
き
を
よ
く
読
ん
で

川
①
夏
休
み
中
の
子
ど
も
、
お
年
寄
り

花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と
一
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

め
て
点
火
す
る
と
大
変
危
険
で
す
。

川
②
過
信
は
禁
物
l

む
ち
ゃ
な
運
転
は

ま
た
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
の
川
や
め
よ
う

中
を
の
ぞ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
川
③
シ

l
ト
ベ
ル
ト
で
安
全
運
転

【14】広報うえだ 63.7.16 
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